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環境ＩＳＯ企画委員会
　環境マネジメントシステムの運営に関する重要事項について、毎月審議・検討を行っています。この環境ＩＳＯ企画委員
会において、各キャンパス間での情報の共有が行われます。環境ＩＳＯ企画委員会には、環境ＩＳＯ学生委員会委員長も出
席し、学生の視点から様々な提案を行っています。
環境ＩＳＯ事務局
　施設環境部に設置しており、法規制順守のための各種手続きや、学内外からの苦情・提案の受付、学内各部局との連絡調
整などを行っています。環境目的・環境目標・実施計画における環境ＩＳＯ事務局の業務の多くを、環境ＩＳＯ学生委員会
が実習として行っています。
環境ＩＳＯ実行委員会
　地区ごとに開催している委員会です。環境ＩＳＯ企画委員会の議論を受けて、環境ＩＳＯ企画委員会メンバーから各部局
に対して、依頼事項、報告事項などを伝達するとともに、部局からの意見を聞く場となっています。
部局とユニット
　部局は事務局、学部、大学院、センター、構内事業者などを単位とします。大きな部局は、さらに、研究室（実験系）や学
科・部（非実験系）単位のユニットに分けられています。西千葉地区は34部局 234ユニット、松戸・柏の葉地区は2部局
82ユニット、亥鼻地区は 11部局 95ユニット、計 47部局 411ユニット（2011年 4月現在）からなります。

　千葉大学の環境マネジメントシステム (ＥＭＳ)は以下のような組織で運用されています。ＥＭＳの構成員は、教職員 (非
常勤講師を除く )、構内事業者 ( パート含む )、環境ＩＳＯ学生委員会の学生、大学院博士後期博士課程の院生で指定され
た者からなっています。また、それ以外の学生・院生や非常勤講師などは準構成員として、大学に属する全ての学生・教
職員がＥＭＳに関わっています。
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西千葉地区

環境管理責任者
教員系　倉阪秀史法経学部教授
事務系　　小山薫施設環境部長

環境ISO企画委員会
環境管理責任者、各キャンパス責任者

環境ISO学生委員会委員長、構内事業者担当(生協)
学生教育担当、キャンパス整備企画室員、有識者

最高経営層
齋藤康学長(統括)

山本惠司理事(企画担当)、池田輝司理事(総務担当)

環境ＩＳＯ事務局

環境ＩＳＯ学生委員会
環境ＩＳＯ事務局の業務の実習

内部監査委員会

内部監査責任者
上野武キャンパス整備企画室長

内部監査委員
教職員+環境ISO学生委員会メンバー

環境ＩＳＯ実行委員会
キャンパス責任者　　倉阪秀史法経学部教授
部局実行委員　稲毛区町内自治会連絡協議会

環境ＩＳＯ実行委員会
キャンパス責任者　秋田典子園芸学研究科准教授

部局実行委員

園芸学研究科・園芸学部
予防医学センター
附属図書館松戸分館
戸定会、生協等

環境健康フィールド科学センター

環境ＩＳＯ実行委員会
キャンパス責任者　諏訪園靖医学研究院准教授

部局実行委員、千葉市環境調整課

医学研究院・医学部
看護学研究科・看護学部

薬学研究院・薬学部、医学薬学府
真菌医学研究センター

バイオメディカル研究センター
社会精神保健教育研究センター
附属図書館亥鼻分館、生協　等

企画総務部、財務部、学術国際部、学生部、施設環境部、情報部
文学部、教育学部・教育学研究科、法経学部、専門法務研究科
理学研究科・理学部、薬学研究院・薬学、工学研究科・工学部
人文社会科学研究科、融合科学研究科、先進科学センター
地域観光創造センター、環境リモートセンシング研究センター
総合メディア基盤センター、普遍教育センター、分析センター
フロンティアメディカル工学研究開発センター、国際教育センター
言語教育センター、キャンパス整備企画室、アイソトープ実験施設
ベンチャービジネスラボラトリー、総合安全衛生管理機構

産学連携・知的財産機構、附属幼稚園、附属小学校、附属中学校
附属図書館、生協、大和屋、荒井理髪店、コルザ等
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